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２０１０年２月１７日 

ロンドン会議開催の一方、アフガニスタン国内では大

規模軍事行動が始まった。新たな局面の下、隠然とした

勢力を誇るタリバンをどう取り込むかという困難な政治

問題のほか、汚職撲滅、開発などアフガニスタン政府が

抱える課題は多岐にわたる。それは、アフガンを支援す

る国際社会の問題でもある。外交関係樹立から 80 周年を

迎えた日本にも、独自の歴史を生かした大きな役割があ

る、と説く。 
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ご紹介いただきました吉川です。記者クラブ

でお話をする機会を得まして、ありがとうござ

います。 

第２期のカルザイ政権が発足して、1月 28日

にはロンドンでアフガニスタンに関する国際会

議が行われ、土曜日（２月 13日）からは、新聞

に出ておりますように、ヘルマンドで大規模な

軍事行動が開始されております。アフガニスタ

ン問題を考える非常にいい時期ではないかと思

います。 

きょうの主題は二つ。一つはロンドン会議の

結果と、アフガニスタンが直面するこれからの

課題は何だろうか。二番目は、日本とアフガニ

スタンのこれまでの関係を見ながら、日本の役

割は何なんだろうか。この 2点についてお話を

いたします。 

新政権のもと、役人はあまり会見をしないよ

うにということなので、きょう記者会見をする

ことは岡田大臣のご了解を得てまいりましたが、

今日の私の発言は、すべて個人の資格でお話し

したいと思っております。外務省の公式見解を

述べるものではございませんが、できるだけ日

本の視点、それから問題意識というようなもの

を、率直にお話し申しあげたいと思います。 

私自身は 1990 年代からこれまで、いろんな

場面でアフガニスタンの問題に関与してまいり

ましたが、アフガニスタンにもパキスタンにも

駐在したことはございません。ダリ語もパシュ

トゥン語もウルドゥー語もできません。初めて

アフガニスタンに行きましたのも 2002年 1月、

ちょうど 9・11の後の軍事行動が終わった直後

でした。それ以来、アフガニスタンには 5回ぐ

らい行っております。したがって、私の知って

いることは、現地でいろんな話を聞いたり、き

ょうご紹介する 10 冊の本などから得られたも

のです。これらの本は、たくさん読んだ一部で

ありますが、少なくともアフガニスタン問題を

知ろうということで、これまで役に立った本を

リストにして出してみました。 

それでは、一番目のロンドン会議の結果と、

これからのアフガン政府、アフガニスタンが抱

える――またそれは我々が抱える問題でもある

と思いますが――課題について、簡単におさら

いしてみたいと思います。 

まず、ロンドン会議ですが、これは日本の各

メディアでも大きく取り上げていただきました

ので、重複を避ける意味で、新聞に十分出てい

なかったのではないかと思うような点を中心に

私の印象を述べたいと思います。 

会議は、カルザイ大統領と国連事務総長の潘

基文さん、それからイギリスのブラウン首相が

共催者となりまして、70を超える国と国際機関

からほぼ全員の外務大臣が出席されました。 

 

ロンドン会議の深みと幅 

 

これまで、アフガニスタンをめぐる会議とい

うのは、出席者は大体三つのグループから成っ

ています。第 1番目は、ＮＡＴＯを中心に兵力

を提供している国々。2 番目は、六つの隣国。

パキスタンがあって、イランがあって、中国が

ある。残りは、北に三つの旧ソ連の中央アジア

の共和国がございます。この六つの隣国。３番

目は、日本のような、兵員は出していないけれ

どもＯＤＡで協力をしているという国々。この

三つのグループでありますが、今回のロンドン

会議では、従来のこのグループに、さらに深み

と、少し横幅も広がった感じがいたしました。 

順不同でいいますと、湾岸ＧＣＣのすべての

外務大臣が来ました。特にサウジアラビアのサ

ウド外務大臣が来たのは注目していいと思いま

した。 

アジア太平洋は、常連であります日本、中国、

インド、韓国、豪州、ニュージーランドといっ

た国々に加えましてインドネシア、マレーシア

――これはイスラム国です――それからＰＲＴ

（地方復興チーム）にすでに参加しております

モンゴルも出席しました。目立った欠席はイラ

ンだったと思います。 

それから、初めて南米のコロンビアの外務大

臣の顔を見ました。コロンビアは、地雷除去、

麻薬の問題、反政府ゲリラとの国内和解、いず

れも自分たちも抱えた問題だというようなこと

を言っておりました。 
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第 2点目は、今回の会議で、アフガニスタン

政府は 7項目からなる政策ペーパーをつくりま

した。これは手に入りますが、和平の問題、そ

れから開発の問題、汚職の問題、7 項目につい

て、アフガニスタン政府が自分で政策課題をま

とめた。アフガン主導が大事だということをよ

くいわれますが、今回、それは準備の段階でか

なり示されたのではないかと思います。 

 

タリバン兵士再統合計画に国際的な支持 

 

それから 3点目。鳩山総理が国連演説で強調

されました、末端タリバン兵をどうやって社会

復帰させるか、社会に再統合するか、英語では

“reintegration”と言っていますが、タリバン

兵士の再統合計画というのが初めて国際的に支

持されました。 

この問題は、日本政府が鳩山総理のもと重視

している問題の一つでありますが、9 月の国連

総会の機会に、日本とイギリスがこの問題を取

りまとめようということに、特使の会合で決ま

って、私とイギリスの特使がこれまで半年ぐら

いにわたって、アフガン政府とＩＳＡＦの司令

部と緊密に協議して、今回、アフガニスタンの

カルザイ大統領、それから大統領顧問であるス

タネクザイさんから、「平和と再統合プログラ

ム」が発表されました。 

これに対して、国際社会出席者が全体として

支援を表明するという合意ができました。日本

代表として出席しました福山副大臣から、日本

は 5,000万ドルの拠出の用意があるということ

を表明しましたし、それに続いてドイツ、オー

ストラリア、スペイン、ギリシャといった国々

から合計 1億 6,000 万ドルの拠出約束がありま

した。イタリア、イギリス、韓国、アラブ首長

国連邦、ＵＡＥなどからも拠出の意向が表明さ

れました。 

 

国際的に認知された日本の主導的な役割 

 

この reintegration、タリバン兵士の再統合

計画は、ロンドン会議の最も具体的な成果にな

ったと思います。日本の役割については、クリ

ントン国務長官が発言の中で、日本が主導的な

役割を果たした、ということを特筆して評価さ

されたほか、カルザイ大統領からも同じような

発言がありましたし、イギリス、韓国の外務大

臣からも同じような発言がございました。この

問題について、日本が主導的な役割を果たして

きたということは、今回の会議をみて、国際的

に認知されたのではないかと思います。 

次は、治安の問題です。去年の 12 月 1 日の

オバマ大統領の3万人増派発表以降、治安確保

の責任をどういうふうにしてアフガンに移譲し、

将来的に米軍、ＮＡＴＯ軍のアフガニスタンか

らの徐々なる撤退を確保していくかというのは

大きな政治問題であります。 

今回の会合では、アフガニスタンの治安部隊

が、3 年以内に、大半の作戦を主導することに

しよう、それから 5年以内には実質的な治安責

任を負おうというようなタイムテーブルが提示

されました。アフガン国軍と警察を合計して 30

万人にするという、これはその1週間ほど前に

カブールで決定されたものが確認されておりま

す。 

汚職、それから開発、地域間の協力、この辺

も議題になりましたが、まとめに書いたような

ところであって、大きなニュースというよりは、

むしろこれからカルザイ政権が次のカブールの

会合に向けて自分で具体策を練っていくという

ことが決定されております。 

会合に向けての各国の対応をみて、一番目に

つきましたのはドイツです。ドイツは、ロンド

ン会議の直前にカルザイ大統領をベルリンに招

きまして、ＩＳＡＦへは 500人増員、合計 5,000

人になります。それから、ＯＤＡについて、倍

増を打ち出しました。 

日本は、鳩山政権になってから、11月の初め

に5年間で最大50億ドルの支援を発表しており

ますが、それに続く大きな発表がドイツからな

されております。もちろん、その間には 12月 1

日のオバマ大統領の治安面における 3万人増派

決定があったわけです。 
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これからの課題のほうに移りたいと思いま

すが、大きく二つのことがこれからの課題だと

思います。 

カブールで国際会議をやろうというのは、11

月 19 日に行われましたカルザイ大統領の大統

領就任式における発言以来の課題であって、今

回、ロンドン会議を終えて、5 月にもカブール

で国際会議を開こうという動きになっておりま

す。このカブール会合に向けて、アフガン側が

どういう具体的な作業をしていくかというのが

第一の焦点です。 

今回のロンドン会議では、カルザイ大統領に

対してはいろいろな注文がつきました。その注

文が、開発の分野、汚職の分野など、具体的に

コミュニケで入っていて、これをカルザイさん

は次のカブール会合までに具体的な作戦、具体

的な行動を国内的にとっていかないといけませ

ん。今回のロンドン会議が国際社会と新しいア

フガン新政権との間の一種の契約といいますか、

コンパクトだとすれば、次のカブール会議は、

カルザイ政権とアフガン国民の間で、どういう

ことをやっていくのかということを合意する、

そういう場所になるのではないかと思います。 

 

大規模軍事行動の影響は？ 

 

2 番目は、先週土曜日に大規模に再開されま

した軍事行動が、どういうふうに、これからの

アフガニスタンの和平、タリバンとの和解、開

発、そういった問題につながっていくかです。

もちろんアメリカやヨーロッパにおける大きな

関心というのは、この軍事行動が各国が出して

いる 10 万人規模の兵力の撤退にどういうふう

につながっていくのかということになりますが、

軍事行動のこれからの動向が 2点目だと思いま

す。 

まず第 1番目の、アフガニスタンがこれから

取り組まないといけない問題について、お話し

したいと思います。 

まず、1 番目の点であり、非常に難しい点と

いうのは、タリバンとの和解の話だと思います。

このタリバンとの関係について、いろいろな違

った言葉が使われているので、まずそれを少し

整理してみたいと思いますが、そもそもタリバ

ンというのは誰であって、どこに住んでいる誰

なんだ。タリバンが住民登録をしているという

話は聞かないし、だれが大統領で、首相で、外

務大臣だというのは、これはわからないわけで

す。かつて 90年代は、タリバンが政権をとって

いましたから、そのときは一応政府の構造があ

って、私、当時国連におりましたが、タリバン

の国連大使というのも任命していました。タリ

バンとは何者だ。これについては、きょうの 10

冊の中に入っている、アフメド・ラシッドの『タ

リバン』、これは 9・11前に書かれている本で

すが、これが多分最も早く書かれて、しかも総

合的な本でしょう。 

ラシッドはこの後、『Descent into Chaos』

という本を書きました。これは残念ながら、日

本語訳は出ておりません。我々同業者の中では、

これは必読書で、読んでいない人は多分いない

でしょう。この本に書かれているのは、タリバ

ンの発生の原因と、それからタリバンと、特に

パキスタン政府、軍との関係といったようなこ

とが大きいのですが、タリバンが何者かについ

てお話をすると、多分 1時間では足りないと思

いますので、歴史的な考察は、いまご紹介した

本に譲りたいと思います。これ以外にもたくさ

んの本がありますが、特にラシッドの 2冊はい

いと思います。 

 

アフガン政府筋によるタリバン像 

 

アフガニスタン政府が、タリバンについてど

ういう説明、整理をしているのかということを

紹介してみたいと思います。ＮＡＴＯに話を聞

かれれば、やや違った説明があるかもわかりま

せんが、これから申しあげることは、アフガニ

スタンの政府筋が言っているということでご理

解いただきたいと思います。 

タリバンのど真ん中、中心でだれが権力者か。

これについては異論はないのだと思います。ム

ラー・オマール。片目の男で、会った人はほと

んどいない。写真も 1枚出ています。ムラー・
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オマールが真ん中にいて、そのほかに二人指導

者がいる。一人はヘクマティアルで、もう一人

はハッカーニだ。この辺は、大体多くの人が合

意しているところでしょう。 

9・11 の後、アメリカ軍との戦いに敗れたと

いうよりは自ら逃げたのでしょうが、ムラー・

オマールとその一派は、パキスタンに逃げたと

されております。それから、ヘクマティアルと

ハッカーニもそれぞれパキスタンの辺境地域と

ワジリスタンに逃げたとされております。 

ただ、この 3 人は、それぞれ背景も違います

から、同じ命令組織だというふうには見られて

おりませんが、ムラー・オマールがタリバンの

創設者であり、依然最高実力者であるというこ

とは多分間違いないのでしょう。 
 
ハードコアの幹部は20人前後 

 
きょうの報道では、ムラー・オマールのナン

バー２がカラチでつかまったというニュースが

出ておりますが、中心にはこの 3 人がいる。そ

の下に、英語では“leadership council”、幹部

会でしょうか、よく英字新聞なんかではクエッ

タ・シューラという名前があります。クエッタ

にある幹部会、シューラとは council、委員会

ということですね。これはオマールを中心にカ

ンダハルででき上がった、もともとのタリバン

の幹部会がクエッタにあり、ヘクマティアルや

ハッカーニもそれぞれ幹部を持っていますから、

この幹部は、足し算すると 15人から 20人ぐら

いいる。したがって、トップのほうは３人の指

導者を含めて 18人から 23人ということになり

ますね。この連中がアルカイダと密接な関係を

持っているハードコアの幹部です。 

その次のレベルとして、地域、県のレベルで

司令官がいて、この司令官の数は、足し算する

と 60 から 70。さらにその外には、現場で軍事

作戦をするときの指揮官レベルがいて、これが

700人ぐらいいるだろう。それから、一番下に、

末端の兵士、この数についてはいろんな説があ

ります。2万 5,000 から 3万 5,000 というよう

な人もいるし、1万 5,000 から 2 万だというよ

うなことをいう人もいますし、この辺の数字に

ついては、公式発表というのはないと思います。

いずれにしても、ふだんは農家で働いていたり、

ケシをつくったり、いろんなことをやっている

人たちが、冬は状況が悪いから戦争をしないで

すが、春ぐらいになってくるとタリバンの兵士

になって戦場に向かう。かなりばらつきがある

んでしょうが、2万 5,000 から 3万 5,000 とい

うような数字を聞きますし、もう少し小さい数

字をいう方もおります。 

これらのタリバンといわれる人たちについ

て、幾つか特徴があると思います。トップのリ

ーダーたちは、1900年代の後半にアルカイダが

ムラー・オマールの招待によって、客人として

アフガニスタンに行き、その後、これが 2001

年の 9・11につながっていくわけですが、この

人たち、上にいる連中は、アルカイダと非常に

強い関係を持っているだろう。アルカイダだけ

ではなくて、9・11 の米軍との戦争のころの、

例えばチェチェンの過激派、中国のウイグルの

過激派、それからフィリピンからの過激派がい

たというようなことも伝えられておりますから、

いろんな国籍のアラブ系、チェチェン系、中国

系、いろんな人たちがいて、彼らは思想的には

アルカイダの考え方にかなり近いのでしょう。 

末端の何万人かいるという兵隊については、

これはいろんな事情から戦闘に参加していると

いうことがいわれます。よくいわれる理由とし

ては、例えば、家族や兄弟が米軍に殺されたの

で復讐したい。自分の住んでいるところの地方

政府の統治能力がない。教育、特に保険、それ

から裁判、ほとんど役に立たない。犯罪が起き

ても、賄賂を渡さないと警察は動いてくれない、

というような話から、タリバンからお金が出る

ので、それで、農作業をしているよりは、その

ほうが金になるから行くとか理由が挙げられま

す。もう少しイデオロギー的なものであれば、

タリバンの勧誘ビデオというのがいろんなとこ

ろに出ておりますけれども、そういう勧誘ビデ

オでは、米軍を狙った自爆テロに出かけて行く

若者の写真やその表情を見せて、アメリカによ

って自分の国がイスラムからキリスト教になっ

てしまうのを防ぐんだ、というジハードの考え
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方を植えつけるとか、いろんな理由でタリバン

運動に参加している人がいるのでしょう。 

 

タリバン復活は望んでいない国民 

 

アフガニスタンの人たちがこれをどう見て

いるのかというのは、各種の世論調査が出てお

りますから、そういうものを見ると、例えば最

も新しい 1月 11日に発表されましたＢＢＣ、Ａ

ＢＣの共同世論調査によれば、90％の対象者は、

自国はアフガニスタンの政府によって運営され

るのがいいのだと答えています。タリバン政権

になってほしいと答えた人はわずか 6％。いろ

んな統計をみても、10％を超えているというの

はあまりないと思います。 

タリバン政権の 90 年代の末期に起きていた

ことは、非常な厳罰。犯罪だということになれ

ば、首がはねられる。学校は全部閉鎖。特に女

性は、外に出て教育を受けるのは禁止。男はひ

げをそってはいけないんですね。いろんな戒律

が厳しい中で、しかし、同時に一定の平穏とい

うんですか、治安の確保というのは、タリバン

政権によって行われていましたが、国民的な調

査をすれば、タリバン政権の復活を望んでいる

人は非常に少ない、ということはいえると思い

ます。 

こういう中で、さっき申しあげた再統合、和

解という動きが出てきております。この末端兵

士を社会に復帰させるという話、それからタリ

バンの指導層と和解、英語では reconciliation、

さっき言ったのは reintegration、再統合です

ね。和解は reconciliation。この二つの、似て

いますが違ったアジェンダが、カルザイ政権に

とっての、ご本人の発言によれば、最も重要な

第 2期目のアジェンダです。 

この話は、去年の 3月にオバマ大統領が発表

したアフガン新戦略、それからそれを実施する

べく去年の春に任命されたＩＳＡＦ司令官兼米

軍司令官のジェネラル・マクリスタルの戦略と

同じ方向にあり、また両者は非常に密接に連携

しております。 

オバマ戦略の重要な点は、軍事行動を続けて

いるだけでは、アメリカはアフガニスタンでは

成功しない。成功するためには、軍事行動に加

えて、民生分野の強力な支援が必要だ。それか

らもう一つは、アフガン人を敵にしてはいけな

い。アフガンの人たちを自分たちの味方にしな

い限り、米軍はアフガンでは成功しない、とい

うことです。 

 

鍵はアフガン治安部隊への引き継ぎ 

 

マクリスタル将軍が司令官になって以降の

指示を見ますと、できるだけ空爆をやめよう、

空爆はどうしても誤爆につながって、アフガン

の一般市民を巻き込みかねない。またその可能

性が高いので、空爆を減らそう。タリバンの兵

士についても、殺すかわりにできるだけつかま

える。または、彼等が戦争から社会復帰に向か

うように軍としても考えよう。こういう方針の

もと、いま行われている、土曜日から始まった

軍事行動というのも、マクリスタル新戦略の中

で行われていて、その分析は、先週来いろんな

ところで出ておりますので、私がお話しする必

要はないと思いますが、重要な点は、ヘルマン

ドのマルージャというところでオペレーション

が行われておりますが、それでアメリカが町を

おさえた後、どういうふうにしてアフガニスタ

ンの軍、警察が、治安維持を引き続きできるの

か。それから、米軍が言っているような形で、

町の社会サービス、経済復興というようなもの

につながっていくのかというところがキーでは

ないかと思います。 

米軍は、大量の戦闘力と物資力を持っている

わけですから、町全体を占領することはそれほ

ど大きな困難があるとは思いませんが、問題は、

それをどうやって維持していくかということで、

これまでは米軍が引き揚げた途端に、タリバン

勢力はまた戻ってくるということが繰り返され

ておりましたので、その点がこれからの注目点

だと思います。 

仮に軍事行動が順調にこれから進んでいく

場合には、タリバンの末端兵士の中から、戦争

をするよりも社会に復帰したいという希望が出
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てくる可能性は高いと思います。また、戦争が

いま行われていない地域においても、そういう

動きが出てくる可能性が高い。その際に、アフ

ガン政府が、もはや戦争をしたくないんだ、戦

いに参加したくないと言っている末端兵士のた

めの雇用の機会、それから安全の確保をどうす

るかというのが、この再統合計画の中心であり

ます。 

アフガニスタン政府は、目下、我々も相談に

乗っておりますが、具体的な計画を作っていま

す。今後それをアフガンの国民全体の中で支持

を得ていくのかが課題であります。 

 

和解をめぐる駆け引き 

 

和解、reconciliation の話。これはアフガニ

スタンのこれからの安定の観点から最も重要な

点ですが、カルザイ大統領はかねてから、タリ

バンの指導層との和解が必要だ、戦争を続ける

だけではアフガニスタンに安定した平和は来な

い。最も重要なのは、反政府のタリバン指導層

と和解をするのだ。しかし、権力を共有しよう

というつもりは全くない。タリバンの指導層が

アフガン憲法を守る、それからアルカイダと手

を切る、幾つかの条件を満たしたところで和解

の話をしたい、と言っています。 

それに対して、タリバン側からは、交渉をや

る用意はあるが、前提条件は、外国勢力、外国

軍がすべてアフガニスタンから撤退する、これ

が条件だということを言っております。 

この問題については、1 月に入ってから幾つ

か具体的な動きが出ているということが報道で

伝えられております。1 月 8 日には、国連のア

フガン代表、カイ・アイダ氏がタリバンの幹部

とドバイで会ったと伝わっております。これは

カイ・アイダもタリバンも双方とも否定してお

ります。ロンドン会議の直前には、安全保障理

事会の会合でタリバンの制裁リストから 5人の

名前が削られました。142 人の名前がその制裁

リストに入っていたのですが、5 人削られまし

た。 

制裁リストとは、タリバンに 9・11後の過程

で、タリバンの幹部であった、タリバンに協力

をした、いろいろな理由から資産を凍結して海

外への渡航を認めないというリストであります。

そのうち、日本でも有名なのはムタワキル元外

務大臣ですが、ムタワキルを初めとする合計 5

人の人の名前がリストから削られました。この

問題は、長くロシアが反対していた話ですが、

ロシアが譲歩して、安保理で決定がなされてお

ります。 

 

サウジとパキスタンの動き 

 

カルザイ大統領は、ロンドン会議の直後にサ

ウジアラビアに行ってアブドゥッラー国王に会

っております。これまでカルザイ大統領は、こ

の和解の問題についてはサウジアラビアの協力

を得たいということを何回も言ってまいりまし

た。ロンドン会議では、カルザイ大統領は、サ

ウジとパキスタンの協力を得たいと言って、初

めてパキスタンの名前を挙げました。カルザイ

さんのいう二つの国にはそれぞれ意味がありま

す。 

かつてタリバンが国土の大半をおさえ、北部

同盟がかろうじてカブールの街と北をおさえて

いたころは、パキスタン、次いでサウジアラビ

ア、ア首連、この三つの国がタリバン政権を政

府承認いたしました。国連では毎年秋、アフガ

ニスタンの政府代表権問題が議論され、パキス

タンは国土の大半を支配しているタリバンこそ

がアフガニスタンの正統政府だと強く主張して

きました。すなわち、この三つの国、特にパキ

スタンとサウジアラビアは、かねてから、タリ

バンの発生時から、タリバンの強力な支援者で

あったと言えると思います。 

このパキスタンが、最近、和平、和解の問題

について前向きな動きを示しているということ

も伝えられております。報道によれば、1月 26

日に、パキスタン軍の最高実力者であるカヤニ

参謀長は、アメリカの統合幕僚長、マクリスタ

ル司令官他とブラッセルのＮＡＴＯ本部で会っ

たということが伝えられておりますし、きょう

のニュースで、タリバン、ムラー・オマールの
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ナンバー２がカラチでパキスタンによって捕捉

されたということが伝えられております。 

さらに、1 月には、モルジブで、先ほど申し

あげたタリバンの 3人の指導者の一人であるヘ

クマティアル一派の幹部がアフガニスタンの国

会議員団と会った、ということも伝えられてお

ります。いずれもこれは報道の話を私は紹介し

ているわけですが、アフガニスタンの和解、和

平の方向に向けて、幾つか動きがみられると思

います。 

 

新しい動きとオバマ政権の戦略 

 

いずれもこれはオバマ政権の新しい戦略と

無関係ではないと思います。ブッシュ政権下で

は、軍事行動によってタリバンを倒し、タリバ

ンが庇護しているアルカイダをつぶそうという

のが軍事作戦の目的でありましたが、オバマ政

権になって、その方向はやや変わってきている。

それは大統領以下、軍の指導者も含めて、アフ

ガニスタンの和平は軍事力だけでは解決しない。

いずれ和解、和平ということを達成しないとい

けないという発言が繰り返されておりますが、

それとある程度軌を一にするのかもわかりませ

ん。 

他方、この和解の話が急に動き出すというふ

うに考えるのは、かなり楽観的ではないかと思

います。タリバン政権がほぼ全土を支配せんか

としていたころ、当時は「6＋2」といわれてい

るグループ、即ち 6とは国境を接する六つの国、

それにアメリカとロシアが入った「6＋2」での

和平の試みがあったし、国連の事務局が仲介に

入り、日本もそこにかなり関与いたしました。

失敗しましたが、和平を導こうという努力があ

ったことも確かです。 

これからの展開は当時と相当状況は違いま

すが、プレーヤーはどっちにしても同じなので、

この関係者の間で軍事行動の先にあるものが出

てくる可能性があるというのがこの 2010 年の

動きではないかと思います。 

 

 

難問山積のうえ、隣国や大国の思惑 

 

カルザイ大統領はカブール会議に向けて、や

らなければならないことが山積しております。9

月 18日には下院選挙が行われます。それに先立

って選挙の改革をしろという要求が非常に各国

から強く出ております。汚職の問題、開発の問

題、やらないといけないことが非常に多いので

すが、大事なことというか、我々が念頭に置か

ないといけないのは、アフガニスタンというの

は 30 年の内乱の結果、非識字者が 50％、経済

的にも非常に遅れてしまった国であります。Ｕ

ＮＤＰが「人間開発報告書」を出していますが、

2009年の最新号によれば、世界 182カ国の人間

開発指標でビリから 2番目がアフガニスタン。

181番目です。182番はニジェール。アフガニス

タンのビリから2番というのは、この数年、ず

うっと同じなのです。 

これは一つの指標でありますが、非常に難し

い状況下に置かれたアフガニスタンが、民主主

義の確立もしないといけない、経済開発、国内

和解、人権、女性の権利。やらないといけない

ことが山積していて、同情しないといけないよ

うな難しい状況にあり、そこにいずれもいろん

な思惑を持った隣国、大きな国々を含めて六つ

の国があって、過去の歴史をみると、その六つ

プラス超大国の介入がずうっと続いてきた歴史

でありますから、アフガニスタンの安定と発展

は決して容易でない、我々にとっても無関係で

はない問題なのです。その点について、これか

ら 10分ほどお話ししたいと思いますが、それは、

日本とアフガニスタンの関係です。 

 

80周年迎える日本アフガニスタン関係 

 

ことしは、日本とアフガニスタンにとって一

つの節目の年なのです。アフガニスタンと日本

の外交関係は 1930年に樹立されましたので、こ

としは 80周年を迎えます。アフガニスタンにい

らっしゃって、普通、皆さんが会うような方々

とお話をされると、よく出る話題が二つあって、

ひとつは、日本が日露戦争でロシアを打ち破っ



 8

た。彼らは何回も攻められて、最後はソ連にな

ってから本当に占領されてしまうわけだけれど

も、ロシアを日本が破ったということは、多く

の国の人たちが言う話です。 

もう一つは、アフガニスタン人から、「日本

とアフガニスタンは同じ日に独立したんです

よ」と言われることがあります。「えーっ、うそ

でしょう？」。向こうは「いやいや、あなたと私

たちは 1919年に独立したんですよ、知らないん

ですか？」。「ええ、ちょっと」と思うのですが、

これはかなり多くの人が信じ込んでいることな

のですね。 

1919 年にアフガニスタンで何があったかと

いうと、第一次アングロ・アフガン戦争、それ

からシャーロックホームズの相方であるドクタ

ー・ワトソンが出兵した第二次アングロ・アフ

ガン戦争が終わって、その後、それまでいって

みれば英国の保護領だったアフガニスタンが、

1919 年にその保護領の条約を破棄するのです。

英国との保護領条約を破棄すると同時に、それ

までもらっていた経済支援もストップするので

すが、1919年のアフガン英国条約の廃棄の日は、

アフガニスタン独立の日です。その年に、日本

もイギリスとの条約を破棄した。多分、アフガ

ニスタンの人々は日本も我々と同じような立場

にあったのだろうと思っているからかなと推測

しています。 

本題に戻ると、アフガニスタンの人たちは日

本に対して、いろんな意味で親近感を持ってい

ます。美しい誤解も含めて、好感度が高いです。 

80 年の外交関係の中で、1969 年には、お亡

くなりになりましたが、ザヒル・シャー国王陛

下が王妃のホマイラ陛下と日本を訪問されてお

られます。1971年には皇太子殿下ご夫妻がアフ

ガニスタンを訪問されておられます。天皇皇后

両陛下のお話の中には、この時パキスタンとア

フガニスタンと両方行っておられますが、アフ

ガニスタンの各地をお歩きになったお話が繰り

返し出てまいります。いまでも 71年のアフガニ

スタン訪問を大変懐かしく、詳しく覚えておら

れます。 

1960 年代から 70 年代にかけて、日本はアフ

ガニスタンと経済協力を盛んに行いました。69

年には水供給のプロジェクトを、カンダハル、

ヘラート、マザリシャリーフ、ジャジャラバー

ドで、74年には結核の病院をカブールでつくり、

77年にはアフガン・テレビを、これは最初のテ

レビ局を日本がＮＨＫの協力でつくります。78

年にはジャジャラバードで米の栽培の指導をい

たします。この頃の状況は、きょう紹介した松

浪国会議員の本にも出てまいります。 

 

世界から忘れられた国、アフガニスタン 

 

2002 年に、9・11後、日本が援助を再開した

ときには、いま申しあげたジャジャラバードの

米であるとか、アフガンのテレビの再開という

のが日本の最初の経済協力でありました。79年

にソ連が侵攻し、86年にソ連が撤退を開始して、

この間、世界中はパキスタンを支援し、またソ

連と戦う、いわゆるムジャヒディンといわれた

戦士たちにお金と武器を与えるわけですが、86

年からのソ連撤退とともに、世界はアフガニス

タンへの関心をなくしてしまい、アフガン自身

も内乱に突入して、96年にはタリバンが国をお

さえるということになります。この間にアフガ

ニスタンは世界から忘れられた国になっていく

わけです。 

この間、日本は、国連を中心にして行われて

おりました和平の仲介努力の一端を担ぐことに

なります。98年に小渕外務大臣が、日本で和解

の場を提供しようという提案をされたり、当時、

国連の代表であったブラヒミ代表、この方はそ

の後、カルザイ政権ができたときの国連代表に

なるわけですが、ブラヒミさんのところに外務

省の高橋博史さんを補佐官としてつけ、彼がそ

の後、ボン合意の達成に尽力するわけです。 

こういう中で、タリバンがアフガニスタンを

支配していたころ、日本政府はアフガン難民の

再定住計画、「アズラ」という計画を始めます。

当時、国連難民高等弁務官を務めておられた緒

方貞子、現ＪＩＣＡ理事長と日本政府との協力

により、合計 10万人のアフガン難民の自発的な

帰還が達成されます。98 年から 2001 年の話で
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す。国連の関係機関を総動員し、ＮＧＯも入り、

一つのモデル的なプロジェクトを、タリバン時

代に実現しております。 

9・11 が起きました。このころ、私はニュー

ヨークの国連代表部におりましたが、あれから

時間がたちましたが、犠牲者の中に 24人の日本

人がおられた。9・11 は、アメリカもさること

ながら我々の問題だということは、当時、ニュ

ーヨークにいて強く感じたわけですが、日本政

府はボン合意ができた直後にアフガン、アメリ

カと合意をして、2002年の 1月に、東京で第一

回の支援国会議を行うという決定を行います。 

当時は、小泉総理大臣です。小泉総理は、当

時ニューヨークにおられた緒方貞子さんに議長

をやってほしいとお願いされます。会合には、

カルザイ大統領、国連のアナン事務総長、アメ

リカからはコーリン・パウエル国務長官が出席

し、合計して 45億ドルの拠出約束が集まりまし

た。当時、私もその会合の準備をし、出席いた

しましたが、出席したアフガン人やいろんな

国々の方々が、新生アフガニスタンのために努

力しよう、必ずこの国はよくなるという非常に

希望に満ちた会合でした。８年たった今考える

と、やや失望に変わった点もないとはいえませ

んが、当時、東京会合で感じた非常に前向きの

高揚した気持ちを今でもよく思い出します。日

本にとっては東京会合が新生アフガニスタンと

のつき合いの初日になったわけです。 

 

長いつながりの中でのアフガン支援 

 

2002年 1月以来、日本政府はアフガニスタン

で多くのことをやってきました。戦争直後の段

階では、通称「緒方イニシアチブ」と呼んでお

りますが、人道支援、難民の帰還。人道支援を

どうやって開発に続けていくのかという開発努

力をし、その後、農業、教育、医療、道路の建

設、いろいろなことをやってまいりました。昨

年の 11 月に発表した、5年間で最大 50 億とい

う大きな支援の決定というのも、この一連の流

れの中で理解するべきだと思います。特に日本

が 9・11で急にアフガニスタンに目覚めて、ア

メリカにいわれたので支援した、というのは非

常に表面的であり、1930年代以来の日本とアフ

ガニスタンの長いつながりの中で、その節目節

目で、例えばタリバンの支配下にあったアフガ

ン時代の和平努力であるとか、それよりもっと

前の 60年代から 70年代の協力の話というもの

は、アフガン人の中では、覚えている人はまだ

おります。77年に支援が始まったアフガンのテ

レビ局には、2002年１月に緒方さんと一緒に訪

ねていきましたが、そうしたら、70年代に日本

に来た人、それからＮＨＫの専門家の指導を得

た人というのが、名前をそらでおっしゃって感

激しました。タリバン時代というのはテレビは

偶像ですから、禁止されて、テレビ放送はなか

ったのです。その間、この数人の技師たちは、

アフガン・テレビの再開に向けて、タリバンに

テレビ局がつぶされないように、給料も出ない

のに見回った、というようなことを聞いており

ます。 

そういうこともあったと思いますが、2002年

1 月、東京における復興会議で、国連の代表を

務めていたブラヒミ元アルジェリア外務大臣が

こういうことを言いました。 

「今日、我々がこの東京で集まっているのは

偶然ではないのです。すでに 1998年に当時の日

本の外務大臣はアフガニスタンの和平と復興の

ために東京で会議をやりたい、ということをお

っしゃっていました。したがって、ここに集ま

っているのは、そういう日本政府の、また日本

人のこれまでの努力に対する、評価の現れでも

あるんです」という趣旨を述べられたことをよ

く覚えております。 

 

多すぎる課題、息の長い支援が重要 

 

いま申しあげたところをもう一度まとめて

言いますと、アフガニスタンは 9・11 の後、8

年を過ぎて、依然、大変大きな課題を背負って

います。あまりに大きい、多過ぎる課題なので、

一遍に解決しようと思っても、これは無理じゃ

ないかと思うことがありますが、お金を出して

いる国々、特に兵隊を出して、たくさん犠牲者
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を出しているアメリカ、ヨーロッパの目からは、

アフガニスタンの開発と安定の歩みがいかにも

遅い。何とかもっと早くならんのかという焦燥

感、それは同時に早く撤退しよう、そういう世

論になって現れてきていると思います。 

その中で、どういうふうにして、この難しい

国の安定を図っていくのかというのを、ひとり

カルザイさんに、「あんた、頑張れ」と言っても、

あまりに難しい課題であって、これまでの歴史

をみても、アフガニスタンは隣国と、さらにそ

の後ろにいる超大国の干渉の対象になってきて、

アフガニスタン一人でどんなに頑張っても、周

りにいる国々からお金と武器が無制限に入って

くるのでは、これはいかなる安定もできません。

アフガニスタンの安定というのは、もちろんア

フガニスタンの皆さんが、自分たちの目標をは

っきりさせ、国内の和解を達成することが大事

なんですが、併せて、重要な隣国、典型的には

パキスタン、イラン、中国、ロシア、またパキ

スタンの隣国であるインドの全面的な協力がな

い限り、達成はできないと思います。 

アフガニスタン及び中央アジアが安定しな

いということは、核を持っているインド、パキ

スタンの安定、それからインド洋、アラビア海

の航行の自由と日本のシーレーン、いろんなと

ころで、テロ以外にも問題が拡散する中心にな

っていくわけですので、日本としてはこれまで

のアフガニスタンとの長いつき合いの中で、こ

の問題に対して息長く対応することが大事だと

思います。 

さらにつけ加えておけば、私は発令が 3 月 1

日ですので、まだ１年になろうとしているだけ

ですが、オバマ政権になってからのアフガン政

策の進め方は、私は以前、中東局長としてブッ

シュ政権のころのアメリカともつき合いました

が、基本的なアプローチが大きく変わってきて

いるような気がいたします。アメリカは国連大

使をやって有名なリチャード・ホルブルックを

アフガニスタン・パキスタン特使に任命してお

ります。ホルブルック特使は、２０人をこえる

我々特使仲間も活用しつつ、世界中を走り回っ

て、アメリカの政策に対する支援を取りつける

ことに、努力をしているように思います。 

アメリカの関心を維持することが肝心 

 

それから、我々「アフガニスタン・パキスタ

ン特使」の共通の認識というのは、アメリカ政

府、オバマ政権のアフガン政策をぜひとも成功

してもらいたいということです。米国が撤退す

るのが成功ではなくて、どういうふうにすれば

アフガニスタンの安定の筋道をつけたうえで、

アメリカの長期にわたるコミットメントを取り

つけていくかがポイントです。これは軍人を送

ることだけではないと思いますが、ソ連の撤退

後起きたような、あの地域で権力の空白ができ

ることは、またあの地域が過激派やいろんな問

題の巣窟になりかねないという危機感がありま

す。これは少なくともオバマ政権のシビリアン、

外交関係者にはある程度共有されておりますが、

これがアメリカ政府全体、アメリカの国民のレ

ベルで関心を維持してもらうことが重要です。

それがないとアフガニスタンの平和と繁栄はな

かなか来ないような気がいたします。 

そういう点では、外交スタンスにおいては、

現在のオバマ政権の進め方は、私自身は大変歓

迎する方向を向いていると思います。「特使会

合」という形で我々の意見を調整する場ができ

ているということは、日本にとっても、またヨ

ーロッパ諸国にとっても有益です。先ほど申し

あげたように、いまや支援の国の枠はアジア、

イスラム諸国、モンゴル、南米にまでいま広が

ってきておりますから、国際的な支援の枠の中

で、アフガニスタンの安定という困難な課題に

対応していく必要があると思っております。   

           

（文責・編集部）  



 
－アフガニスタンを知る上で参考になった１０冊の本－ 

 
２０１０．２．１７． 
外務省  アフガニスタン・ 
パキスタン担当大使 

吉川 元偉 
 
［日本語］ 
 
１．松浪健四郎「アフガン褐色の日々」（中公文庫、２００１、初版は講談社、１９７８） 

のちに衆院議員、外務政務官、文科副大臣になる著者が、１９７５－７８年カブール

大学講師をつとめた当時のアフガニスタンを描く。「古き良き時代」についての日本語

文献。 
 
２．山本芳幸「カブール・ノート：戦争しか知らない子どもたち」（幻冬舎、２００１） 

著者はタリバン政権下のアフガニスタンでＵＮＨＣＲ事務所長をつとめた。 
アフガニスタンと国連機関の抱える問題を率直に述べている。 
 

３．川端清隆「アフガニスタン：国連平和活動と地域紛争」（みすず書房、２００２） 
著者は、国連事務局でアフガニスタンを担当し、ボン合意交渉に携わった。 
タリバン時代の国連の活動や日本の役割にも言及。 

 
４．高木徹「大仏破壊」（文藝春秋、２００４） 

著者はＮＨＫ記者。 
バーミヤンの大仏が破壊された歴史をたどる中で、タリバンの実像を探る。 

 
５．駒野欽一「私のアフガニスタン」（明石書房、２００５） 

「９．１１」事件後に再開した在アフガニスタン日本大使館で「初代」大使をつとめ

た著者の２年半にわたる努力の軌跡。新生アフガニスタンの成功を目指すアフガン人

と著者をはじめとする日本人の熱意と苦労が伝わってくる。 
 

 
 
 
 



［英語］ 
 
６．Peter Hopkirk  “The Great Game”  (Kodansha International, 1994) 

英露間で中央アジアの覇権をめぐり戦われた「グレート・ゲーム」の歴史を描いた「古

典」。「グレート・ゲーム」がアフガニスタンで始まり、日本海海戦で終わったことを

見ても、日本の利益と役割を感じる。 
 

７．Ahmed Rashid  “Taliban”  (Yale University Press, 2000，講談社より邦訳「タリバ

ン」あり) 
アフガニスタン・パキスタン問題の世界的権威による「古典」。タリバン登場の背景を

分析する。「９．１１」事件でベストセラーになったが、私もくり返し読んだ。 
著者はラホール（パキスタン）在住。 

  Rashid の近著 “Descent into Chaos”  (Allen Lane, 2008)は、「アフ・パキ」担当者の 
  必読書になっている。日本語訳は、残念乍ら出ていない。 
 
８．Barnett R. Rubin  “Afghanistan’s Uncertain Transition from Turmoil to Normalcy” 
(Council on Foreign Relations, 2006) 

著者はＮＹＵ教授で、世界的に有名なアフガニスタンの専門家。 
現在ホルブルック米特使のアドバイザー。 
Rubin には、”The Search for Peace in Afghanistan : from Buffer State to Failed 
State”  など参考になる著作が多い。 
 

９.  Rory Stewart “The Places in Between” (Picador, 2004)     
元英国外交官である著者が、２００２年１月に徒歩で（！）真冬のアフガニスタンを

ヘラートからチャグチャラン、バーミヤンを経てカブールまで歩いた旅行記。 
途中タリバンの支配地域も通る。アフガニスタンの村の生活がどういうものかが解る。 
 

10．Khalid Hosseini  “The Kite Runner” (Bloomsbury, 2003) 
    米国に移り住んだアフガン人による世界的ベストセラー小説。 

ソ連侵攻前のカブールの状況とアフガン社会の現実描写が印象的だった。 
アフガニスタンに赴任、出張する人の多くが読んでいる本。 

 
以上 




